
令和４年１０月１１日

建設マスター・建設ジュニアマスターを顕彰！
～優秀な技能・技術を持つ建設技能の承継に向け～

国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従事されている方々に誇りと意欲を持

っていただくとともに、その社会的評価・地位の向上を図ることを目的として、特に優秀な技術・技能

を有し、後進の指導・育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、平成４年

度から毎年「優秀施工者国土交通大臣顕彰」（建設マスター）を実施しています。

また、平成２７年度から、建設マスターに達するまでの技能の向上のインセンティブを与えることを

目的として、優秀な技術・技能を有し、今後さらなる活躍が期待される青年技能者の方々を対象とし

て「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」（建設ジュニアマスター）を実施しています。

今般、下記のとおり、今年度の被顕彰者を決定するとともに、顕彰式典を開催することにしました

ので、お知らせします。

記

１．被顕彰者の決定

建設マスター（北海道関係分 ２９名）：別紙１

建設ジュニアマスター（北海道関係分 ４名）：別紙２

２．顕彰式典の開催

日 時 令和４年１０月１８日（火） １３時３０分～１５時１０分

場 所 有楽町よみうりホール

東京都千代田区有楽町１－１１－１

※ 当日の取材は報道関係者に限り可能ですが、事前登録が必要です。希望者は、１０月１４日

（金）１６時までに、報道機関名、取材者氏名、連絡先（電話番号・メールアドレス）を以下のメー

ルアドレスにお送りください。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、取材は１社に

つき２名までとします。

（取材申込先）国土交通省 不動産・建設経済局建設市場整備課

メールアドレス ：hqt-kensetsu-master@gxb.mlit.go.jp

※ 大臣は公務等の状況により出席できないことがありますので、予めご了承ください。

国土交通省は、優秀な技術・技能を有し、後進の指導・育成等に多大な貢献をした建設技能

者４８７名を建設マスターとして顕彰するとともに、今後さらなる活躍が期待される青年技能

者１０６名を建設ジュニアマスターとして顕彰します。

なお、北海道在住者については、建設マスターで２９名、建設ジュニアマスターで４名が顕

彰されます。



（別紙１）令和４年度優秀施工者国土交通大臣顕彰受賞者一覧（北海道関係分）

（別紙２）令和４年度青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰受賞者一覧（北海道関係分）

（参考資料）「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」に

ついて

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 電話（代表）011-709-2311

事業振興部 建設産業課 課長補佐 五百木 英明（内線5892）

事業振興部 建設産業課 建設業適正契約専門官 渡部 之友（内線5886）

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/



令和４年度　優秀施工者国土交通大臣顕彰　受賞者
(北海道関係分）

(別紙１）

Ｎｏ 氏 　 　 　 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 職種 勤務先

1 阿 部 恒 久 ｱﾍﾞ　ﾂﾈﾋｻ 電気工 株式会社富士電気

2 荒 木 貞 夫 ｱﾗｷ　ｻﾀﾞｵ 建設機械運転工 ハラダ工業株式会社

3 池 田 新 ｲｹﾀﾞ　ｱﾗﾀ 配管工 株式会社道研設備

4 石 渡 明 裕 ｲｼﾜﾀﾘ　ｱｷﾋﾛ 機械器具設置工 株式会社八洲機電

5 織 田 幸 ｵﾘﾀ　ﾐﾕｷ 塗装工 株式会社伊藤塗工部

6 亀 谷 渉 ｶﾒﾔ　ﾜﾀﾙ 建設機械運転工 白鳥建設工業株式会社

7 川 村 英 一 ｶﾜﾑﾗ　ｴｲｲﾁ 舗装工 道路建設株式会社

8 木 村 隆 二 ｷﾑﾗ　ﾘｭｳｼﾞ 内装仕上工 株式会社ランカー

9 栗 山 智 積 ｸﾘﾔﾏ　ﾄﾓﾂﾞﾐ 橋梁特殊工 株式会社丸和工業

10 佐 々 木 英 雄 ｻｻｷ　ﾋﾃﾞｵ 建具工 佐々木工業

11 篠 原 武 夫 ｼﾉﾊﾗ　ﾀｹｵ 舗装工 道路工業株式会社

12 柴 田 克 也 ｼﾊﾞﾀ　ｶﾂﾔ とび工 株式会社北斗工業

13 須 藤 敏 史 ｽﾄﾞｳ ｻﾄｼ 大工 株式会社月永組

14 高 木 正 明 ﾀｶｷﾞ　ﾏｻｱｷ 鋼構造物工 マルタカ工業

15 髙 田 健 ﾀｶﾀﾞ　ｹﾝ 熱絶縁工 株式会社エコテック・ワン

16 千 葉 二 訓 ﾁﾊﾞ　　ﾀｶﾉﾘ 舗装工 荒井建設株式会社

17 永 井 清 司 ﾅｶﾞｲ　ｾｲｼﾞ しゅんせつ工 株式会社西村組

18 中 西 一 男 ﾅｶﾆｼ　ｶｽﾞｵ 大工 石塚建設興業株式会社

19 梨 木 仁 ﾅｼｷ　ﾋﾄｼ 屋根工 梨木工業有限会社

20 新 本 英 雄 ﾆｲﾓﾄ　ﾋﾃﾞｵ コンクリート工 株式会社小鍛冶組

21 野 坂 祐 也 ﾉｻｶ　ﾕｳﾔ 建設機械運転工 加藤建設株式会社

22 秦 幸 平 ﾊﾀ　ｺｳﾍｲ 大工 柏倉建設株式会社

23 福 江 忠 司 ﾌｸｴ　ﾀﾀﾞｼ 建設機械運転工 日重建設株式会社

24 堀 江 裕 樹 ﾎﾘｴ　ﾋﾛｷ 内装仕上工 有限会社インテリアほりえ

25 本 田 貴 之 ﾎﾝﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ        タイル工 本田タイル工業所

26 前 田 英 貴 ﾏｴﾀﾞ　ﾋﾃﾞｷ 大工 柏倉建設株式会社

27 丸 山 明 ﾏﾙﾔﾏ　ｱｷﾗ 塗装工 佐藤興業株式会社

28 水 木 政 徳 ﾐｽﾞｷ　ﾏｻﾉﾘ 大工 株式会社土屋ホーム

29 門 奈 吉 之 ﾓﾝﾅ　ﾖｼﾕｷ 注入工 日特建設株式会社



令和４年度　青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰　受賞者
(北海道関係分）

（別紙２）

Ｎｏ 氏 　 　 　 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 職種 勤務先

1 内 山 暢 之 ｳﾁﾔﾏ　ﾉﾌﾞﾕｷ 熱絶縁工 株式会社内山L工業

2 木 下 正 孝 ｷﾉｼﾀ　ﾏｻﾀｶ タイル工 木下タイル

3 小 出 恵 介 ｺｲﾃﾞ ｹｲｽｹ 電気工 ヤンマーエネルギーシステム株式会社

4 田 中 雄 介 ﾀﾅｶ　ﾕｳｽｹ コンクリート工 帯広コンクリートポンプ株式会社



 

 

「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び 

「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」について 

 

 良質な住宅・社会資本の整備のためには何よりも直接工事に携わる技術・技能に優れた人

材が必要不可欠です。また、国民生活の向上に重要な役割を果たす我が国の基幹産業である

建設産業にとって、優秀な建設技能者の確保・育成が大きな課題となっています。 

 

 国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従事されている方々に誇りと

意欲をもっていただくとともに、これらの方々を広く国民に知っていただき、その社会的評

価・地位の向上を図っていくことを目的として、特に優秀な技術・技能を有し、後進の指導・

育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、優秀施工者国土交通大臣

顕彰（建設マスター）を実施しています。 

 

 また、次世代の建設現場の担い手を確保・育成すること、建設マスターに達するまでの技

能の向上を図ることを目的として、優秀な技術・技能を有し、今後更なる活躍が期待される

青年技能者の方々を対象として、平成２７年度より新たに青年優秀施工者不動産・建設経済

局長顕彰（建設ジュニアマスター）を設けました。 

 

 建設マスターの顕彰は平成４年度より実施していますが、第３１回目となる今年度は４８

７名を顕彰し、建設マスターは計１１,９５３名となります。また、平成２７年度より新設さ

れた建設ジュニアマスターとして今年度は１０６名を顕彰し、建設ジュニアマスターは計８

６１名となります。 

 

 また、今年度の被顕彰者のうち女性は、建設マスターで６名、建設ジュニアマスターで２名

となっています。 

※女性被顕彰者の職種 

建設マスター：大工２名、造園工２名、土工１名、鋼構造物工１名 

建設ジュニアマスター：電気通信工１名、電気工１名 

 

 優秀施工者国土交通大臣顕彰の詳細については、下記のホームページをご覧下さい。 

 https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000062.html 

 

参考資料 



 令和４年度被顕彰者の詳細 

 建設マスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和４年度 令和３年度 令和２年度  
 平均年齢 ５１．９歳 ５２．０歳 ５１．３歳 

 最も多い年齢（人数） ５０歳（３３人） ４５歳（３４人） ４７歳（３８人） 

 最低年齢 ３９歳 ３９歳 ３８歳 

 最高年齢 ７０歳 ６９歳 ７１歳 

 ３５～３９歳の人数 ２人 １人 ２人 

 ４０～４９歳の人数 １９１人 １９６人 ２１６人 

 ５０～６０歳の人数 ２３９人 ２２１人 １８０人 

 ６１歳以上の人数 ５５人 ６４人 ５７人 

 被顕彰者数 ４８７人 ４８２人 ４５５人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和４年度 令和３年度 令和２年度  
土工 ８２人（16.8％） ７０人（14.3％） ６１人（13.4％） 

大工（型枠大工含む） ４８人（9.9％） ４４人（9.0％） ４２人（ 9.2％） 

 建設機械運転工 ４５人（9.2％） ４１人（8.4％） ５０人（11.0％）  
 

 

 

 建設ジュニアマスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和４年度 令和３年度 令和２年度  
 平均年齢 ３６．４歳 ３７．３歳 ３６．４歳 

 最も多い年齢（人数） ３８歳、３９歳（１８人） ３８歳（２４人） ３７歳（２０人） 

 最低年齢 ２９歳 ２９歳 ２９歳 

 最高年齢 ４６歳 ４９歳 ４６歳 

 ～２９歳の人数 ２人 １人 １人 

 ３０～３４歳の人数 ２３人 １５人 ２９人 

 ３５～３９歳の人数 ７１人 ８３人 ６６人 

 ４０歳以上の人数 １０人 １７人 １３人 

 被顕彰者数 １０６人 １１６人 １０９人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和４年度 令和３年度 令和２年度  
大工（型枠大工含む） ８人（7.5％） １２人（10.3％） ５人（4.6％） 

内装仕上工 ８人（7.5％） ５人（4.3％） ６人（5.5％） 

 土工 ７人（6.6％） ４人（3.4％） ４人（3.7％）  
 電気工 ７人（6.6％） ６人（5.2％） ７人（6.4％）  
 塗装工 ７人（6.6％） ７人（6.0％） ８人（7.3％）  
 


